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はじめに — 本書の目的と対象読者

売上明細・在庫表・会計インポート用CSVに潜む『全角数字・カンマ混入金額・日付表記揺れ・重複キー・マイナス在庫・金額不一致』を3秒で検出し、クリーンな正規化CSVと検品レポートを出力するための実務解説書＆ブラウザ/CLIツールセット。

日々の業務で扱うCSVやTSV、売上台帳、在庫リスト、請求・経費の集計表は、複数のシステムや担当者の手を経るうちに少しずつ形式が崩れていきます。先頭ゼロが消えた商品コード、全角と半角が混在した数量、カンマや通貨記号が入った金額欄、2026/10/27 と 2026-10-27 が混じる日付列、そして目視では気づきにくい主キーの重複や単価×数量の計算不一致。これらを毎月の締め日やデータ取り込みの直前に手作業で直していると、確認作業だけで数時間が消え、修正漏れによる手戻りが発生します。

本書は、現場の実務担当者が「手作業での目視確認」から脱却し、定型ルールに基づく即時検品とクレンジングの仕組みを自分の手元に持つことを目的に執筆されました。

本書の3つの特徴


	実務で頻発するデータ不整合パターンを体系化



現場で実際に起きる入力ミス・変換事故・集計ズレを原因別に整理し、どの順序で検査・正規化すべきかを具体的な手順として解説しています。


	ブラウザだけで完結する単一HTMLワークベンチとの連動



社内規定で新しいソフトウェアをインストールしづらい環境でも、ローカルのWebブラウザで開くだけで使える単一HTML形式の検品・集計計算機（csv_cleansing_workbench.html）の設計と活用法を収録しています。外部通信を一切行わず、手元のPC内だけで安全にデータを検証できます。


	Python標準ライブラリだけで動くCLIツールの完全解説



外部パッケージの追加導入を必要とせず、OS標準のPython環境だけでそのまま動くコマンドライン検品スクリプト（csv_cleansing_cli.py）の実装と定時バッチへの組み込み方を詳しく紹介しています。

対象とする読者


	毎月の売上・在庫・請求・勤怠・予算データの集計と突合に時間を取られている実務担当者・経理担当者

	取引先や外部システムから受け取るCSVデータの表記揺れ・フォーマット崩れに悩んでいるEC運営者・バックオフィス責任者

	属人化したスプレッドシートの手作業修正を、再現性のある検品ルールと軽量ツールに置き換えたいエンジニア・業務改善担当者



本書の第1章から順に読み進めることで、データ品質を守る原則から具体的なツール運用、さらに部門別の実践レシピまでを一気通貫で習得できます。すぐに手元のデータを検査したい方は、第3章または第4章から読み始めていただいても構いません。


第1章 なぜ現場のCSVは毎回壊れるのか — 手作業修正が招く月次処理の罠

本章の焦点：表計算ソフトの自動型変換事故、全角・半角混在、空白文字、改行コード、文字コード問題の実態と、検品ゲートを入り口に置く設計原則



1.1 月次処理の時間を奪う「見えないデータ汚染」

売上集計や在庫棚卸、会計ソフトへの仕訳インポートを行う現場では、「CSVファイルを受け取って取り込むだけ」のはずの作業が、毎月のようにエラー対応へと変わります。インポートボタンを押した瞬間に「数値項目に不正な文字が含まれています」「主キーが重複しています」「必須項目が空欄です」といったエラーメッセージが表示され、そこから何百行・何千行ものデータを表計算ソフトで開いて目視で探す作業が始まります。

なぜ、同じフォーマットで出力しているはずのCSVが毎回のように壊れるのでしょうか。原因は担当者の不注意だけではなく、「人間が編集しやすい表計算ソフトの挙動」と「業務システムが要求する厳密なデータ構造」のギャップにあります。

現場で繰り返される5大トラブル


	トラブル分類	具体的な混入例	引き起こされる業務上の事故


	文字種・全角半角混在	数量欄に １２（全角）や空白付きの  15  が混入	集計関数から除外され、合計数量が実際より少なく算出される

	金額書式の混入	単価や金額に "¥1,200" や "1,200円" がそのまま出力される	文字列として扱われ、インポート時の型変換エラーで処理が停止する

	日付表記の揺れ	2026/10/1、2026-10-01、2026.10.01、R8.10.1 が混在	日次・月次の並び替えが崩れ、期間集計の対象から漏れる

	識別子（主キー）の破損	商品コード 00124 が表計算ソフトで 124 に変換、または行コピーでIDが重複	マスタ突合に失敗する、あるいは二重計上・上書き事故が起きる

	論理整合性の破綻	数量(5) × 単価(1200) = 金額(5000) の不一致、処理後在庫 -3	値引き処理の記載漏れや入力桁ミスがそのまま帳簿・決算に反映される






1.2 表計算ソフトで直接開いて直すことの危険性

エラーが出た際、多くの現場では該当のCSVファイルをダブルクリックして表計算ソフトで開き、該当セルを書き換えて上書き保存します。しかし、この操作そのものが新たなデータ破損の引き金になります。


	先頭ゼロの消失：0123 のような店舗コードやJANコードの先頭ゼロが、ファイルを開いた瞬間に数値とみなされて消去されます。

	長桁数値の指数表記化：13桁以上の追跡番号や管理コードが 1.23457E+12 のように丸められ、元の値が復元不能になります。

	日付の勝手なシリアル値変換：10-2 のような枝番（10番の2）が「10月2日」に変換されて保存されます。



つまり、「エラーを直すために表計算ソフトで開いた結果、別の列が壊れる」という悪循環が起きています。



1.3 解決策：取り込み前の「読み取り専用検品ゲート」と「決定論的クレンジング」

この悪循環を断ち切るための原則は極めてシンプルです。


	原則1：原本CSVは直接手編集せず、必ず検品ツールに通す

	原則2：「形式の正規化（クレンジング）」と「業務ルールの検算（バリデーション）」を分離して自動実行する

	原則3：どの行のどの列をどう直したかの証跡（レポート）を残し、クリーンな別ファイルとして出力する



次章では、売上・在庫・帳簿データに共通して適用できる12個の必須検品ルールを具体的に定義します。


第2章 売上・在庫・帳簿データの必須検品ルール12選

本章の焦点：主キー重複、必須列欠損、金額カンマ・通貨記号混入、日付フォーマット統一（YYYY-MM-DD）、数量×単価＝金額の検算、マイナス在庫・異常値の閾値設定



2.1 標準データスキーマと必須カラム定義

実務データの検品を自動化するにあたり、まず検査対象となる標準テーブル構造を定義します。本書および付属ツールでは、売上・在庫・帳簿のトランザクションデータとして以下の9カラムを基準スキーマ（必須列：record_id, transaction_date, sku, item_name, category, quantity, unit_price, amount, stock_after）として扱います。


	カラム名	論理名	データ型・正規化後フォーマット	検査の要点


	record_id	伝票・明細ID	文字列（一意・必須、例: REC-1001）	空欄不可・ファイル内重複不可

	transaction_date	取引日付	日付文字列（YYYY-MM-DD 形式）	表記揺れを正規化・存在しない日付を拒否

	sku	商品・勘定コード	文字列（英数字・ハイフン、先頭ゼロ保持）	前後空白の除去・空欄不可

	item_name	品名・摘要	文字列（UTF-8）	制御文字・連続空白の正規化

	category	部門・カテゴリ	文字列	集計軸として使用・未設定時は警告

	quantity	数量	整数（1以上を原則、返品時は明示）	全角数字・カンマ除去、0以下は要確認

	unit_price	単価	整数または小数（0以上）	通貨記号（¥, $）・カンマ・空白の除去

	amount	金額（小計）	整数（quantity * unit_price）	数量×単価との一致検算

	stock_after	取引後在庫数	整数（0以上）	マイナス在庫（< 0）の即時検出






2.2 必須検品ルール12選（エラーレベルと自動修復可否）

現場で迷わないためには、検出した問題を「自動クレンジングで安全に直せるもの（INFO / AUTO-FIX）」と、「担当者または元データ作成者に確認が必要な論理エラー（ERROR / WARNING）」に明確に分ける必要があります。

【A】構造・識別子ルール


	E01_MISSING_REQUIRED_COLUMN（致命的エラー）：必須カラムがヘッダに存在しない。

	E02_EMPTY_PRIMARY_KEY（エラー）：主キー（record_id）が空欄である。

	E03_DUPLICATE_PRIMARY_KEY（エラー）：同一の record_id が複数行に出現している（二重取り込みの危険）。



【B】表記揺れ・文字種ルール（自動クレンジング対象）


	W04_WHITESPACE_PADDING（自動修正）：セルの前後または内部に不要な半角空白・全角空白・タブが含まれている。

	W05_FULLWIDTH_NUMERIC（自動修正）：数値・日付・コード欄に全角数字（０〜９）や全角ハイフンが含まれている。

	W06_CURRENCY_OR_COMMA_IN_NUMBER（自動修正）：金額・単価・数量に ,（桁区切りカンマ）や ¥・円 が含まれている。

	W07_DATE_FORMAT_VARIATION（自動修正）：2026/10/5 や 2026.10.05 などの表記を 2026-10-05（ISO 8601形式）へ統一する。



【C】型変換・妥当性ルール


	E08_INVALID_DATE_VALUE（エラー）：2026-02-30 や 2026-13-01 のようにカレンダー上存在しない日付、または解釈不能な文字列。

	E09_NON_NUMERIC_VALUE（エラー）：クレンジング後も数値に変換できない文字（未定、要確認、N/A など）が数値列に入っている。



【D】業務ロジック・検算ルール


	E10_AMOUNT_MISMATCH（エラー）：quantity × unit_price の計算結果と amount 列の値が一致しない（自動修正モードでは正値への再計算オプションを提供）。

	E11_NEGATIVE_STOCK（エラー）：stock_after（取引後在庫）が 0 未満（マイナス在庫）になっている。

	W12_NON_POSITIVE_QUANTITY（警告）：quantity が 0 以下になっている（赤伝・返品データでない限り入力ミスの可能性が高い）。





2.3 クレンジングパイプラインの実行順序

自動クレンジングと検算を組み合わせる場合、必ず「文字の正規化 → 型変換 → 業務検算」の順番で処理します。

[生データ行の読込]
   │
   ├─ Step 1: 前後空白トリム & 制御文字除去 (W04)
   ├─ Step 2: 全角英数字・記号の半角正規化 NFKC相当 (W05)
   ├─ Step 3: 数値列の通貨記号・カンマ除去 (W06)
   ├─ Step 4: 日付文字列のパースと YYYY-MM-DD 統一 (W07 / E08)
   ├─ Step 5: 主キーの空欄・重複チェック (E02 / E03)
   └─ Step 6: 数量×単価＝金額検算 & マイナス在庫検査 (E10 / E11 / W12)

この順序を守ることで、「全角数字やカンマが入っていたせいで金額検算までエラーになる」といった二次エラーを完全に防ぎ、本当に人間が判断すべき論理エラーだけを浮かび上がらせることができます。


第3章 ブラウザ完結型CSV/TSV検品ワークベンチの実践活用

本章の焦点：外部サーバーへデータを一切送信せずローカルブラウザ内だけで検品・集計・クレンジングを完結させる単一HTMLツールの操作手順と現場導入フロー



3.1 なぜ「単一HTMLツール」が現場で最強なのか

業務改善ツールを現場へ導入する際、最大の壁になるのが「実行環境の準備」と「セキュリティ規定」です。


	社内PCにPythonやNode.jsの実行環境が入っていない

	機密性の高い売上・顧客・帳簿データを外部のWebサービス（オンライン変換サイト等）にアップロードすることは情報セキュリティ上禁止されている

	共有フォルダからファイルを1つコピーするだけで、誰でも同じ画面で使えるようにしたい



この条件をすべて満たすのが、HTML・CSS・JavaScriptを1つのファイル（csv_cleansing_workbench.html）に凝縮し、外部CDNや外部通信を一切使わずにブラウザのメモリ内だけで処理を完結させる「単一HTMLワークベンチ」です。



3.2 ブラウザ完結型ワークベンチ（csv_cleansing_workbench.html）の画面構成と操作手順

同梱の csv_cleansing_workbench.html をChrome、Edge、Safari、Firefoxなどのブラウザでダブルクリックして開くと、以下の4つのエリアが表示されます。

ステップ1：データの読み込み（3通りの入力方法）


	ファイル選択 / ドラッグ＆ドロップ：手元の .csv または .tsv ファイルをドロップゾーンへ重ねるだけで即座に読み込まれます。区切り文字（カンマ・タブ）は先頭行から自動判定されます。

	テキスト直接貼り付け：表計算ソフトのセル範囲をコピーし、テキストエリアへ直接ペーストして検査することも可能です。

	サンプルデータのワンクリック読込：初回動作確認用に、「典型的なエラーを含む問題データ読込」ボタンと「正規化済みの正常データ読込」ボタンを備えています。



ステップ2：検品サマリとKPIカードの即時確認

「検品・クレンジング実行」ボタンを押すと、ミリ秒単位で全行が走査され、上部のダッシュボードに以下の指標が表示されます。


	総行数（Total Rows）

	正常行数（Clean Rows）

	自動クレンジング済み件数（Auto-Fixed Warnings）

	要確認エラー件数（Critical Errors）

	正規化後の売上合計金額（Total Verified Amount）



ステップ3：指摘明細一覧とカテゴリ別集計の確認

画面中段には、検出されたエラーや自動修正箇所の行番号・レコードID・対象カラム・問題内容・修正前後の値が一覧表示されます。さらに、正常化後のデータに基づく「カテゴリ別売上・数量サマリ表」が同時に算出されるため、検品と月次集計を一度の操作で完了できます。

ステップ4：クレンジング済みCSVのワンクリック出力

「クレンジング済みCSVをダウンロード」ボタンを押すと、全角数字の半角化、カンマ・通貨記号の除去、日付の YYYY-MM-DD 統一、および（オプション有効時の）金額再計算を反映したクリーンなCSVファイルがローカルに保存されます。


第4章 Python標準ライブラリだけで作る自動検品・クレンジングCLI

本章の焦点：追加パッケージ不要でどの端末でも動くPythonスクリプトの設計、終了コードによるバッチ連携、JSONレポート出力と自動修正モード（--fix）の活用



4.1 標準ライブラリだけで実装する設計メリット

日々の定時バッチやファイル受信フォルダの自動監視に組み込むには、コマンドラインから実行できるPythonスクリプト（csv_cleansing_cli.py）が適しています。付属の csv_cleansing_cli.py は、Python標準ライブラリ（csv, json, re, argparse, datetime, unicodedata, pathlib, sys）のみで実装されており、pip install による外部パッケージ導入が一切不要です。


	OSアップグレードや仮想環境（venv）の破損で動かなくなるリスクがない

	終了コード（Exit Code：エラーなしなら 0、要確認エラー検出時は 1）を返すため、シェルスクリプトやタスクスケジューラとそのまま連携できる





4.2 基本的なコマンド実行例

（1）問題データの検品実行（読み取り専用チェック）

/usr/bin/python3 csv_cleansing_cli.py samples/problem_sales_inventory.csv --key record_id

このコマンドを実行すると、元ファイルを一切書き換えずに全行の検査を行い、コンソールに検品サマリと指摘一覧を表示します。論理エラー（重複キー・金額不一致・マイナス在庫など）が1件以上ある場合は終了コード 1 で終了します。

（2）自動クレンジング＆クリーンCSV出力（--fix モード）

/usr/bin/python3 csv_cleansing_cli.py samples/problem_sales_inventory.csv \
  --key record_id \
  --fix \
  --output-csv output/cleaned_sales.csv \
  --output-json output/inspection_report.json

--fix オプションを指定すると、以下の正規化・修復処理を適用したクリーンなCSVを --output-csv に出力します。


	全カラムの前後空白除去

	全角英数字の半角変換、金額・単価・数量の通貨記号（¥ 等）およびカンマ除去

	日付フォーマットの YYYY-MM-DD 統一

	主キー重複行の除外（先勝ち保持・重複行はレポートへ記録）

	amount（金額）の quantity * unit_price による再計算補正

	マイナス在庫や不正日付など自動修復できない行の隔離またはフラグ記録





4.3 JSONレポート構造と後続処理への連携

--output-json で出力されるJSONファイルには、以下の構造化された検品結果が記録されます。

{
  "ok": false,
  "input_file": "samples/problem_sales_inventory.csv",
  "total_rows": 8,
  "valid_rows": 3,
  "error_count": 5,
  "warning_count": 4,
  "summary_metrics": {
    "total_quantity": 95,
    "total_amount": 184500,
    "by_category": {
      "オフィス用品": {"rows": 3, "amount": 64500},
      "PC周辺機器": {"rows": 4, "amount": 120000}
    }
  },
  "issues": [
    {
      "row_number": 3,
      "record_id": "REC-1002",
      "severity": "ERROR",
      "code": "E10_AMOUNT_MISMATCH",
      "column": "amount",
      "message": "金額不一致: quantity(5) * unit_price(1200) = 6000 != amount(5000)"
    }
  ]
}

このJSON出力を使えば、日次の自動検品バッチで error_count > 0 のときだけチャットやメールへ通知を送る仕組みが数十行のスクリプトで構築できます。


第5章 部門別・用途別クレンジングレシピ集（EC売上・倉庫在庫・会計仕訳）

本章の焦点：ECモール受注CSV、実地棚卸リスト、会計ソフト取込用仕訳データの3大実務シナリオにおける具体的なエラー事例と一括クレンジング手順



5.1 レシピ1：ECモール・カートシステムの受注CSV統合

複数の販売チャネル（自社EC、モール、直販サイト）から出力した受注CSVを1つの売上台帳へ統合するケースでは、以下の3点が最大の障壁になります。


	注文日時のタイムスタンプ形式の違い：2026/10/27 14:22:05 と 2026-10-27 が混在する。

	決済手数料・送料を含んだ合計額と商品小計の混同。

	キャンセル注文やテスト注文の混入。



実践クレンジング手順


	まず注文日時列から先頭の日付部分（年月日）を抽出し、YYYY-MM-DD 形式に揃えます。

	注文ID（record_id）をキーとして重複検査を行い、同一注文が複数回エクスポートされていないかを確認します。

	単価×数量と商品小計の検算を実行し、クーポン割引やセット値引きが適用されている行を抽出して別列で管理します。





5.2 レシピ2：倉庫・店舗の実地棚卸リストと帳簿在庫の突合

月末の実地棚卸では、現場スタッフがタブレットや紙から転記したCSVに「全角数字」「空白」「マイナス値」「SKUコードのハイフン抜け」が多発します。

実践クレンジング手順


	sku 列に対して大文字統一（Upper Case）と空白除去を適用します。

	stock_after 列にマイナス値（< 0）がある場合は、出庫伝票の先行入力または入庫計上漏れが起きているため、E11_NEGATIVE_STOCK として即座に棚卸責任者へ差し戻します。

	正常化後の在庫数に評価単価を掛け合わせ、カテゴリ別の棚卸資産評価額を自動集計します。





5.3 レシピ3：会計ソフト取込用の仕訳・経費精算データ検品

会計ソフトへCSVインポートする直前の検品では、「1件でもフォーマットエラーがあるとファイル全体の取り込みがロールバックされる」という問題を防ぐ必要があります。

実践クレンジング手順


	金額欄のカンマ（,）や通貨記号（¥）を完全除去します。

	摘要欄（item_name）に含まれる改行コードやタブ文字を半角スペースへ置換し、CSVのカラムずれを防止します。

	CLIツールの --fix で生成したクリーンCSVに対して再度検品を実行し、エラー0件・警告0件（終了コード 0）を確認してから会計ソフトへインポートする2段階運用を定着させます。




第6章 現場で実際に起きたトラブル事例と完全復旧ケーススタディ

現場のデータ事故は、入力ミスだけで起きるわけではありません。「見た目が同じなら同じ値」「読めたCSVは正常」「再実行すれば直る」という判断が、集計や帳簿への取り込みで被害を広げます。検品の目的は、異常なセルを見つけることに加え、処理を止める場所と再開の条件を明確にすることです。

本章では、典型的な事故を説明用の店舗名・件数・金額で再構成した三つのケースを扱います。実在する特定企業の事故記録ではありません。いずれも次の必須カラムを持つCSVを対象にします。

record_id, transaction_date, sku, item_name, category, quantity, unit_price, amount, stock_after

復旧では、元ファイルの保存、影響範囲の確定、修正候補の作成、照合、再取り込みの順序を守ります。元CSVに直接上書きすると、正しい修正だったかを後から証明できません。

6.1 ケース1：全角数字とカンマ入り金額で月次売上が過少計上された

発生した状況

生活雑貨店の担当者が、店舗システムと催事会場の表計算ファイルを結合しました。通常店舗の数値は半角でしたが、催事分には全角数字や桁区切りが混在していました。


	record_id	quantity	unit_price	amount	読み込み時の結果


	S1001	2	1200	2400	正常

	S1002	３	1,200	3,600	数値変換に失敗

	S1003	1	８００	８００	数値変換に失敗




カンマを含む値は、実際のCSVでは "1,200" のように引用符で囲まれています。引用符がない場合は表記揺れではなく列構造の破損であり、処置を分けなければなりません。

集計処理には「変換できない金額をゼロにする」という救済処理がありました。三行の売上は本来6,800円ですが、帳票では2,400円となり、4,400円不足しました。月全体でも同じ形式の催事データが抜け、売上が合わない原因を返品伝票から探すことになりました。

原因分析

直接の原因は文字形式ですが、事故を成立させたのはゼロへの置換です。ゼロ円売上と変換失敗を同じ値にしたため、処理が正常終了してしまいました。

また、担当者は結合前の行数だけを確認していました。三行が三行のまま残っていても、金額の意味が保存されているとは限りません。件数照合だけでは、この事故は検出できません。

検品では、次の三層を独立して扱います。


	検査層	確認内容	異常時の扱い


	CSV構造	列数、引用符、必須ヘッダー	ファイルを受け付けない

	値の形式	数字、桁区切り、空欄	該当行を隔離する

	業務整合	数量×単価と金額の一致	理由を確認する




完全復旧までの手順

まず、取り込み済み帳票と元CSVを保存し、対象期間の再取り込みを止めました。続いて催事分の数値列だけに全角数字の変換を適用し、正しい桁区切りを除去しました。商品名やSKUにまで同じ変換を広げることは避けました。

1,200 は正しい区切りですが、12,00 は位置が不正です。単純なカンマ削除なら両方とも1200になり、入力事故を隠してしまいます。区切り位置の検証後に削除する順序が必要です。

金額計算には十進数を使用しました。この店舗では、明細金額が「整数数量×税込単価」で、値引きは別明細という契約でした。したがって、三行とも乗算結果と金額の完全一致を確認できました。税計算や明細値引きが含まれる帳票では、同じ式をそのまま適用できません。

修正後は件数が三行、数量合計が六点、売上合計が6,800円であることを確認しました。全量も催事会場の締め帳票と照合し、取込先で誤ったバッチを取り消してから修正版を取り込みました。正常な店舗分を含めて重ねて追加してはいけません。

再発防止


	数値変換の失敗をゼロに置き換えず、エラー件数として報告する。

	修正前後の値、対象列、適用ルールを記録する。

	件数・数量・金額を結合前の拠点別集計と照合する。

	エラー行が残る場合は、月次確定用ファイルを公開しない。



修正可能な表記揺れと、判断が必要な入力誤りを分けることが、この事故の再発を防ぐ要点です。

6.2 ケース2：再送ファイルと日付解釈の違いで売上が二重計上された

発生した状況

通信障害の翌日、営業担当者が前日の売上CSVを再送しました。初回送信は途中で応答が切れたものの、取込先では処理が完了していました。再送分を追加した結果、売上が二重計上されました。


	ファイル	record_id	transaction_date	amount


	初回分	A0201	2026-04-03	5400

	再送分	A0201	2026/04/03	5400

	別拠点分	B0088	04/03/2026	7200




重複検査は行全体の文字列比較でした。初回分と再送分で日付の区切り文字が異なったため、同じ取引として扱われませんでした。さらに別拠点分の日付を月・日・年と読むか、日・月・年と読むかが担当者によって異なっていました。

再送対象の240件、売上総額1,286,400円がすべて追加され、対象期間の売上は本来の金額より同額だけ膨らみました。

原因分析

重複の判定単位が決まっていませんでした。行全体の一致は、取引の同一性を保証しません。逆に金額・日付・SKUの一致だけで除外すると、同じ商品が同日に同額で売れた別取引まで消してしまいます。

この運用では、record_id を全拠点共通の一意な明細番号と定義し直しました。拠点ごとに採番している場合は、そのまま全社共通キーにはできません。上流で拠点識別子を含む番号へ統一するなど、番号の意味を先に調整する必要があります。

また、日付の正規化は曖昧な値を推測する作業ではありません。2026/04/03 は許容形式として扱えますが、04/03/2026 は入力元の形式契約なしには確定できません。

完全復旧までの手順

取込履歴から初回バッチと再送バッチを特定し、同じ record_id の内容を比較しました。比較対象の日付は、許可された形式だけを正規化します。


	判定	例	対応


	同じキー・同じ内容	区切り文字だけが異なる	再送として追加しない

	同じキー・異なる内容	金額が5400から5000へ変化	訂正の根拠を確認する

	異なるキー・同じ内容	同日に同商品が二回売れた	別取引として保持する




再送240件が初回分と一致することを確認し、取込先の機能で再送バッチだけを取り消しました。取消後に件数と金額が初回分の集計へ戻ったことを確認し、関連する売上帳票も更新しました。

別拠点の曖昧な日付は、担当者に原票と出力設定を確認してもらい、4月3日であると確定しました。画面表示の好みから判断せず、確認者と根拠を検品レポートへ残しました。

再発防止

再送時に安全なのは、「同じファイル名なら無視する」仕組みではありません。同名の修正版もあり、別名の同一内容もあるためです。

ファイルの内容ハッシュで完全一致の再送を検知し、明細キーで内容の重なりを検査する二段構えにしました。取り込み結果にはバッチ識別子を付け、応答が途切れた場合でも処理済みか照会できるようにしました。

訂正データは再送と分離し、更新・取消・再登録のどれを行うかを取込先の仕様として固定します。日付は出力時点で YYYY-MM-DD に統一し、曖昧な形式は入口で止めます。

6.3 ケース3：返品の符号と欠落入庫でマイナス在庫が発生した

発生した状況

倉庫の商品K-17は、朝の在庫が八点でした。午前中に三点販売し、午後に一点返品され、その後七点販売しました。本来は途中に入庫五点がありましたが、連携対象から漏れていました。

この会社では、販売数量を正、返品数量を負とする契約でした。しかし返品行が通常販売と同じ符号で登録されていました。


	処理	quantity	unit_price	amount	記録上のstock_after


	三点販売	3	1500	4500	5

	一点返品	1	1500	-1500	4

	七点販売	7	1500	10500	-3




返品行は数量と金額の符号が矛盾しています。さらに、返品を直すだけでは入庫の欠落が残り、最後の在庫はマイナス一点になります。

原因分析

最初の対応案は、負の stock_after をゼロに置き換えることでした。しかしゼロへの補正は、在庫不足の原因を消すだけです。実物との照合も、後続取引の再計算もできなくなります。

この事故には二つの独立した原因がありました。返品の符号誤りは一行の検査で分かりますが、入庫の欠落は売上CSVだけでは確定できません。

必須カラムには倉庫、取引時刻、入出庫区分がありません。transaction_date が同じ日の行を並べ替えても、正しい処理順は復元できません。在庫残高を検証するには、別途、倉庫別の入出庫台帳と処理順を示す情報が必要です。

完全復旧までの手順

対象SKUの在庫更新を保留し、返品伝票、入庫伝票、倉庫の実棚数量を確認しました。返品一点と入庫五点が確定したため、返品数量をマイナス一点に訂正し、欠落した入庫を在庫管理側へ登録しました。


	処理	在庫計算	正しい残高


	朝の在庫	開始残高	8

	三点販売	8 − 3	5

	一点返品	5 − (−1)	6

	五点入庫	6 ＋ 5	11

	七点販売	11 − 7	4




入庫五点を売上CSVへ架空の売上行として追加してはいけません。売上と在庫移動は別の業務事実です。入庫は本来の在庫連携経路で登録し、売上CSVの stock_after は確定した台帳から再取得しました。

正しい純売上数量は九点、売上金額は13,500円です。数量合計は当初の十一点から九点に変わりますが、返品金額は最初から正しかったため、売上金額合計は変わりません。この「変わる値と変わらない値」を先に定義すると、修正の副作用を発見しやすくなります。

再発防止と復旧完了の条件

返品数量と返品金額の符号を検査し、負の在庫は業務上許容する場合も理由付きの警告として残します。在庫不足を常に入力ミスと決めつけず、未登録入庫、処理順、倉庫違いを確認します。

三つのケースに共通する復旧完了の条件は、検品エラーが消えることだけではありません。元資料との照合、取込先への反映、帳票の再確認、修正履歴の保存まで終わって初めて完了です。復旧記録には対象期間、影響件数、差額、原因、修正方法、確認者、再実行の結果を残してください。


第7章 月次・日次運用の自動化スクリプト応用レシピと監査チェックリスト

日次運用では、異常を早く発見することが重要です。月次運用では、それに加えて「どの入力を、どのルールで処理し、何と照合して確定したか」を再現できなければなりません。

本章では、検品済みCSVを安全に集計・公開する処理を中心に、Python標準ライブラリだけで構成できる応用例を示します。コードは実行環境での検証を前提とする掲載例です。業務ごとの検品本体と組み合わせ、入出力の契約を明確にして運用してください。

7.1 入力を受け取る前に決める契約

必須カラムは次の九つです。

record_id, transaction_date, sku, item_name, category, quantity, unit_price, amount, stock_after

列名が揃っていても、値の意味が違えば安全に結合できません。最低限、数量の符号、単価の税込・税抜、金額の丸め、日付形式、キーの一意性、在庫残高の基準を決めます。

以下の例では、通貨を円に固定し、数量・単価・金額・在庫を整数とします。返品数量と返品金額は負、単価はゼロ以上、明細金額は数量と単価の積です。値引きや税計算でこの式が成立しないデータには、別の検査ルールが必要です。

日次の公開条件は「必須検査を通過した全行が揃うこと」とします。正常行だけを先に出す運用を採る場合は、部分出力であること、除外件数、後日の追加方法を別途定義してください。

7.2 数値の表記揺れを厳密に扱う

数値変換では、許す表記を列ごとに限定します。次の関数は全角数字と対応する記号を変換し、桁区切りの位置を確認してから十進数へ変換します。

import re
from decimal import Decimal

TRANS = str.maketrans(
    "０１２３４５６７８９，．－＋",
    "0123456789,.-+",
)
NUMBER = re.compile(
    r"[+-]?(?:[0-9]+|[0-9]{1,3}(?:,[0-9]{3})+)"
    r"(?:\.[0-9]+)?"
)

def parse_number(raw, *, integer=False):
    value = raw.strip().translate(TRANS)
    if not NUMBER.fuテキスト処理系atch(value):
        raise ValueError("数値の形式が不正です")
    number = Decimal(value.replace(",", ""))
    if integer and number != number.to_integral_value():
        raise ValueError("整数ではありません")
    return number

３,６００ は3600として受け付け、36,00、空欄、通貨記号付きの値は拒否します。整数指定では 3.0 を受け付けますが、3.5 は拒否します。小数点そのものを禁止したい場合は、正規表現も整数専用にしてください。

この変換をSKUや伝票番号に流用してはいけません。00123 を123にすると識別子が変わります。また、変換前の値は修正履歴へ保存し、正常化した値だけから元の状態を推測しないようにします。

金額に小数を許す場合は、精度の上限と丸める箇所も契約に含めます。計算途中の値を毎回丸める場合と、合計後に丸める場合では結果が異なります。

7.3 検品済みCSVを再検査して公開する

次の例は、前節の関数と同じファイルに置くコードです。検品済みCSVを再検査し、正規化CSVと集計レポートを一つのディレクトリにまとめます。前段の修正履歴や原票照合結果は、別途同じ実行番号にひも付けて保存します。

import csv
import hashlib
import io
import json
import os
import shutil
import uuid
from datetime import date, datetime, timezone
from pathlib import Path

FIELDS = (
    "record_id transaction_date sku item_name category "
    "quantity unit_price amount stock_after"
).split()
NUMERIC = ("quantity", "unit_price", "amount", "stock_after")

def publish(source, output_root):
    source = Path(source)
    root = Path(output_root)
    root.mkdir(parents=True, exist_ok=True)

    data = source.read_bytes()
    digest = hashlib.sha256(data).hexdigest()
    stream = io.StringIO(data.decode("utf-8-sig"), newline="")
    reader = csv.DictReader(stream, strict=True)

    if reader.fieldnames != FIELDS:
        raise ValueError("列名または列順が契約と異なります")

    seen = set()
    rows = []
    total_quantity = 0
    total_amount = 0

    for row in reader:
        line = reader.line_num
        if None in row or any(v is None for v in row.values()):
            raise ValueError(f"{line}行付近: 列数が不正です")

        for key in FIELDS[:5]:
            if not row[key].strip() or row[key] != row[key].strip():
                raise ValueError(f"{line}行付近: {key}が不正です")

        record_id = row["record_id"]
        if record_id in seen:
            raise ValueError(f"{line}行付近: キーが重複しています")
        seen.add(record_id)

        day = row["transaction_date"]
        if date.fromisoformat(day).isoformat() != day:
            raise ValueError(f"{line}行付近: 日付形式が不正です")

        values = {
            key: int(parse_number(row[key], integer=True))
            for key in NUMERIC
        }
        if values["unit_price"] < 0:
            raise ValueError(f"{line}行付近: 単価が負です")
        if values["amount"] != values["quantity"] * values["unit_price"]:
            raise ValueError(f"{line}行付近: 金額が一致しません")
        if values["stock_after"] < 0:
            raise ValueError(f"{line}行付近: 在庫が負です")

        for key, value in values.items():
            row[key] = str(value)
        total_quantity += values["quantity"]
        total_amount += values["amount"]
        rows.append(row)

    if not rows:
        raise ValueError("明細がありません")

    run_id = uuid.uuid4().hex
    staging = root / f".working-{run_id}"
    destination = root / f"run-{run_id}"
    staging.mkdir()

    try:
        with (staging / "clean.csv").open(
            "w", encoding="utf-8", newline=""
        ) as handle:
            writer = csv.DictWriter(handle, fieldnames=FIELDS)
            writer.writeheader()
            writer.writerows(rows)

        report = {
            "run_id": run_id,
            "source_sha256": digest,
            "rule_version": "yen-integer-v1",
            "checked_at": datetime.now(timezone.utc).isoformat(),
            "row_count": len(rows),
            "quantity_total": total_quantity,
            "amount_total": total_amount,
        }
        (staging / "report.json").write_text(
            json.dumps(report, ensure_ascii=False, indent=2),
            encoding="utf-8",
        )
        os.rename(staging, destination)
    except Exception:
        shutil.rmtree(staging)
        raise

    return destination

検査中に例外が発生した場合、公開ディレクトリは作られません。出力中に失敗した場合も、作業用ディレクトリを削除して例外を上位へ返します。読み手は run- で始まる確定済みディレクトリだけを処理します。

二つのファイルを個別に公開すると、CSVだけが新しくレポートが古い状態が生まれます。ディレクトリ単位の切り替えは、その不一致を防ぐための設計です。

この方式は、同一ファイルシステム上でディレクトリ名の変更が原子的に扱われる環境を前提とします。ネットワーク共有では実際の動作を確認してください。また、これは電源断時の永続化まで保証する処理ではありません。

掲載例は全入力をメモリに保持します。大容量データでは、作業用CSVへ逐次出力し、重複キーを sqlite3 の一意制約で管理する構成へ変更します。入力サイズと数値桁数にも上限を設け、過大なファイルを入口で止めてください。

7.4 日次バッチへ接続する

掲載例を daily_job.py として保存し、末尾に次を追加すると、入力ファイルと公開先を引数で受け取れます。

if __name__ == "__main__":
    import sys

    try:
        if len(sys.argv) != 3:
            raise ValueError("入力CSVと公開先を指定してください")
        result = publish(sys.argv[1], sys.argv[2])
    except Exception as error:
        print(
            f"{type(error).__name__}: {error}",
            file=sys.stderr,
        )
        raise SystemExit(1)

    print(result)

起動側では、引数を文字列連結せずリストで渡します。

import subprocess
import sys

result = subprocess.run(
    [
        sys.executable,
        "daily_job.py",
        "incoming/checked.csv",
        "published",
    ],
    check=True,
    capture_output=True,
    text=True,
    timeout=180,
)
published_directory = result.stdout.strip()

スケジューラには実運用の絶対パスを設定し、作業ディレクトリの違いによる読み間違いを避けます。check=True により、終了コードがゼロ以外なら後続処理へ進みません。タイムアウト時も成功として扱わず、公開済み成果物の有無を確認します。

入力元は書き込み中のファイルを渡さず、一時名で保存してから確定名へ変更します。受け取り側は確定名だけを対象にします。日付だけで「昨日のファイルが来たはず」と推測せず、対象期間と受領件数も確認してください。

7.5 再実行と月次締めを安全にする

このコードの重複検査は、一つのCSV内だけが対象です。同じ入力を再実行すると、別の実行番号で新しい成果物が作られます。取込先への二重登録を防ぐ仕組みは、別に必要です。

運用台帳には、入力ハッシュ、ルール版、対象期間、公開先、取込先のバッチ番号、処理状態を記録します。同一内容の再送は入力ハッシュで確認できますが、ファイルの並び替えや一部差し替えには明細キーの検査も必要です。

取り込みの応答が途切れたときは、再送より先に取込先の状態を照会します。取込先が一意な受付番号を受け付けるなら、再試行でも同じ番号を渡します。受け付けない場合は、照会と取消の手順を確定しておきます。

月次は日次ファイルを単純に足し合わせず、期間内の全件で重複キーを再検査します。遅れて届いた取引と訂正も扱うため、「取引日」と「受領日時」を分けて管理してください。締め直す場合は旧版を残し、新版への差額と変更理由を記録します。

7.6 実務監査チェックリスト

チェック欄だけを埋めず、根拠となるファイル、レポート、取込結果を実行番号でたどれる状態にします。

入力と正規化


	[ ] 元CSVを変更せず保存し、ハッシュを記録した。

	[ ] 必須列、列数、文字コード、引用符を検査した。

	[ ] 数量・単価・金額の意味と符号を確認した。

	[ ] 曖昧な日付や不正な桁区切りを推測で補正していない。

	[ ] 修正前後の値と適用ルールを保存した。

	[ ] 除外行と未解決行の件数を把握している。



集計と公開


	[ ] 件数・数量・金額を元資料と照合した。

	[ ] 日次内と月次全体の両方でキー重複を検査した。

	[ ] 金額一致の式と丸め方が業務契約に一致している。

	[ ] 在庫の検証範囲と、別台帳による確認範囲が明確である。

	[ ] CSVとレポートが同じ実行番号で公開されている。

	[ ] 中断時の作業ファイルを後続処理が読まない。



取り込みと締め


	[ ] 取込先の受付件数・金額を公開結果と照合した。

	[ ] 再実行前に前回の取り込み状態を確認した。

	[ ] 訂正・取消・締め直しの履歴を保存した。

	[ ] ルール版、実行環境、確認者を記録した。

	[ ] 保存期間と閲覧権限を定めた。

	[ ] 元CSVから成果物を再現する復旧手順を確認した。



日次担当者は受領から公開までを確認し、月次確認者は期間全体の照合と未解決事項を確認します。完了の判断は処理の正常終了だけでなく、入力、成果物、取込先の三者が一致していることを根拠にしてください。


巻末付録 導入前チェックリスト・エラーコード一覧・コマンド早見表

本章の焦点：月次・日次ルーチンにそのまま組み込める検品チェックリストと、CLIオプション・エラーコードの完全リファレンス



6.1 月次・日次データ検品ルーチン導入チェックリスト

現場にデータ検品フローを定着させるための10項目チェックリストです。


	[ ] 1. 原本保全：受領した元CSVは raw/ フォルダに読み取り専用として保管し、直接上書きしない。

	[ ] 2. 文字コード統一：入出力ファイルは原則として UTF-8（必要に応じてBOM付きUTF-8）に統一する。

	[ ] 3. ヘッダ行検査：必須カラム（record_id, transaction_date, sku, item_name, category, quantity, unit_price, amount, stock_after）がすべて揃っていることを最初に確認する。

	[ ] 4. 主キー一意性：record_id の空欄および重複がゼロであることを確認する。

	[ ] 5. 日付正規化：すべての日付が YYYY-MM-DD 形式に変換され、不正な日付がないことを確認する。

	[ ] 6. 数値クレンジング：数量・単価・金額・在庫数から全角数字、カンマ、通貨記号を除去する。

	[ ] 7. 金額検算：数量 × 単価 ＝ 金額 の不一致行を確認し、値引きか入力ミスかを判別する。

	[ ] 8. 在庫・数量境界検査：マイナス在庫および数量0以下の異常行がないかを確認する。

	[ ] 9. 再検品パス：クレンジング後のCSVをもう一度ツールに通し、エラー0件を確認する。

	[ ] 10. レポート保管：出力されたJSON検品レポートを月次証跡として保存する。





6.2 エラー・警告コード早見表


	コード	種別	検出条件	標準対処方針


	E01_MISSING_REQUIRED_COLUMN	ERROR	必須列がヘッダに存在しない	出力元システムのテンプレート設定を確認

	E02_EMPTY_PRIMARY_KEY	ERROR	主キー列が空欄	伝票番号・明細IDを採番して補完

	E03_DUPLICATE_PRIMARY_KEY	ERROR	主キーがファイル内で重複	二重出力行を削除または枝番を付与

	W04_WHITESPACE_PADDING	WARN	前後空白の混入	自動トリム処理で解消

	W05_FULLWIDTH_NUMERIC	WARN	全角数字・記号の混入	半角への正規化で解消

	W06_CURRENCY_OR_COMMA	WARN	カンマ・通貨記号の混入	記号除去により純粋な数値文字列へ変換

	W07_DATE_FORMAT_VARIATION	WARN	スラッシュやドット区切り日付	YYYY-MM-DD へ自動変換

	E08_INVALID_DATE_VALUE	ERROR	カレンダー上存在しない日付	元伝票の取引日を確認して修正

	E09_NON_NUMERIC_VALUE	ERROR	数値列に解釈不能な文字	未確定データの除外または正しい数値の入力

	E10_AMOUNT_MISMATCH	ERROR	数量×単価と金額の不一致	単価・数量の確認、または再計算値の適用

	E11_NEGATIVE_STOCK	ERROR	取引後在庫がマイナス	入庫計上漏れ・出庫数入力ミスの調査

	W12_NON_POSITIVE_QUANTITY	WARN	数量が0以下	返品・赤伝処理かどうかを確認






6.3 CLIコマンドオプション早見表

usage: csv_cleansing_cli.py [-h] [--key KEY] [--fix] [--output-csv OUTPUT_CSV]
                  [--output-json OUTPUT_JSON] [--delimiter DELIMITER]
                  input_file

位置引数:
  input_file            検査対象のCSVまたはTSVファイルパス

オプション引数:
  -h, --help            ヘルプメッセージを表示して終了
  --key KEY             主キーとして重複検査するカラム名（既定値: record_id）
  --fix                 自動クレンジング・金額補正・不正行除外を適用する
  --output-csv PATH     クレンジング後のクリーンCSV出力先パス
  --output-json PATH    検品レポート（JSON形式）の出力先パス
  --delimiter CHAR      区切り文字を明示指定する場合に使用（省略時は自動判定）
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